
温泉に入ってあたたまりませんか？

おたっしゃだより

　認知症の人と接するとき、どのようにコミュニケーションを取ればいいか、どう接すれ
ばいいか思い悩み、不安を感じたことはありませんか。認知症の人も同じで、わからない
ことやできないことが増え、不安な気持ちを抱えています。お互いに笑顔になれるように
接し方のヒントを紹介します。

　寒くなると外出の機会が減りがちです。高齢者のみなさんの温泉保養宿泊施設の利用料を軽
減しています。対象施設で利用者証を提示してください。

　市では在宅医療と介護についての理解を深めることができるように、「市民公開講座」
を開催しています。高齢者やご家族が困りがちなことに対する解決方法や市内のサービ
スなどを幅広く紹介します。また、市内事業所において作成された小物の販売などの出
店もあります。みなさんのご参加をお待ちしています。

～介護に関する相談に応じます～
　天寿荘在宅介護支援センター　　　☎0952-74-4818
　いこいの里在宅介護支援センター　☎0952-75-3558

【接し方の７つのポイントと３つの「ない」】

安心して暮らせる環境を作りましょう
～認知症になっても～

■日　時　11月22日㈰　10時～12時（開場 9時30分）
■会　場　多久市中央公民館　大ホール
■入場料　無料（申込不要）

◆対 象 者：多久市在住で①～④のいずれかに該当する人
　①65歳以上の人　②身体障害者手帳の交付を受けている人
　③療育手帳の交付を受けている人
　④精神障害者手帳の交付を受けている人
◆利用方法：対象施設で利用者証を提示してください。
　　　　　　※利用者証は高齢・障害者支援課で発行できます。
◆対象施設：天山多久温泉TAQUA（多久市北多久町大字小侍 4644-1）

市民公開講座

 「まだ元気。でも今から知っておきたい地域の支え
　〜住み慣れた場所で安心して暮らすために
　　　　　 頼れる味方や知恵を学びませんか〜」

　認知症の症状進行や変化に合わせて、どのような対応が必要かなどを示
した冊子「認知症ケアパス」を作成していますので、高齢・障害者支援課
または市ホームページでご確認ください。

申し込み・問い合わせ先：高齢・障害者支援課 高齢者支援係 （☎0952-75-6033）

申し込み・問い合わせ先：高齢・障害者支援課 高齢者支援係 （☎0952-75-6033）
　「参加したいけど移動手段が
ない…。」そんな人には送迎を
行いますので、11月13日（金）
までにご相談ください。

申し込み・問い合わせ先：高齢・障害者支援課 高齢者支援係 （☎0952-75-6033）

み ん な で 防 ご う ！ 高 齢 者 虐 待
　自宅での介護や認知症の増加など、介護を取り巻く現状は年々多様化しています。その中で、介護の
頑張りすぎや、家族の介護疲れ、人間関係の不和などにより高齢者虐待へ発展する場合があります。
　また、家族・親族地域・近隣などからの孤立、関係悪化が、自分自身への虐待（セルフネグレクト）
に繋がる場合もあります。

　 こんなことはありませんか？
　　・身体に小さなキズがよくみられる
　　・家から怒鳴る声や、泣き声がよくきこえる
　　・いつも汚れた衣類を着ている
　　・元気がなく、家に閉じこもってばかりみたい
　　・家族が介護に悩んでいるようだ

　高齢者虐待の防止には、地域のみなさんの協力が不可欠です。「見守り・気づき・助け合い」で、虐
待の起こらない地域づくりをめざしましょう。お互いに日頃のあいさつや声かけが大事です。
　誰かの気付きで、早めに相談したり、福祉サービスの利用などで、介護負担の軽減や生活状態の改善
が図られ、虐待の防止・解決につながることがあります。

市役所１階 高齢・障害者支援課内、多久市地域包括支援センター（☎0952-75-6033)まで

◆ 7つのポイント ◆ 3つの「ない」

①まずは見守る　／　②あわてず笑顔で
③声をかける時は一人で　／　④後ろから声をかけない
⑤優しく話す　／⑥おだやかにはっきりとした声で
⑦相手の言葉をよく聞き、ゆっくり接する

１．驚かせない

２．急がせない

３．心を傷つけない
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